










要約:1989 年 4 月から 1994 年 9 月までの神奈川県先天異常モニタリング(KAMP)の調査成

績をまとめた。KAMP は順調に実施されており、特定の奇形の異常発生は今年度も認めら

れなかった。出生前診断の普及等医療環境の変化により奇形発生率の若干の変動が予想さ

れるので、経時的に奇形発生頻度のベースラインを設定し直した。真に有効な先天異常モ

ニタリングを行うために、インフォームド・コンセントを得る必要があり、その試案を作

った。


